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昨
年
は
、
3
月
11
日
に
観
測
史
上
最
大
規
模
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

を
記
録
し
た
大
地
震
、
そ
し
て
巨
大
津
波
が
本
市
を
襲
い
、
さ
ら
に
福
島
第

一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
が
一
変
し
た
年
と
な
り
ま
し

た
。
今
も
、
若
年
層
を
中
心
に
多
く
の
市
民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
除
染
や
被
害
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、
市
民
が
一

日
も
早
く
帰
還
で
き
る
よ
う
希
望
の
も
て
る
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
念
願

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

400
年
前
に
も
当
地
方
に
700
人
も
の
犠
牲
者
が
で
た
津
波
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
大
地

震
や
国
内
史
上
最
悪
の
原
子
力
災
害
を
克
服
し
、
一
層
強
固
な
生
活
・
都
市

基
盤
整
備
、
新
た
な
発
想
で
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
次
代
に
繋
ぐ

安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
生
か
さ
れ
た
私
達
の
最
大
の

使
命
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
責
務
に
お
い
て
は
、
自
然
へ
の
人
間
の
お
ご
り
と
ひ
弱
さ
を
思
い
知

り
、
英
知
を
結
集
し
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
「
絆
」
を
大
切
に
し

た
協
調
行
動
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
10
ヶ
月
余
り
が
過
ぎ
、
本
年
は
、
昨
年
策
定
し
た
市
除
染
計
画

と
市
復
興
計
画
に
基
づ
き
具
体
的
な
行
動
に
入
り
ま
す
が
、議
会
と
し
て
も
、

市
民
生
活
の
一
日
も
早
い
安
定
と
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
ま
た
、
若
い
人
た

ち
が
安
心
し
て
故
郷
へ
帰
還
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
思
い
、
声
に
寄
り
添
っ

た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、

皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　

一　

信

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
で
、以
前
の
本
市
人
口
は
７
万
人
超
で
し
た
が
、

今
な
お
２
万
数
千
人
が
他
県
や
他
市
町
村
に
お
世
話
に
な
り
、
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
南
相
馬
市
は
、
今
年
を
復
興
元
年
と
位
置
付

け
、
市
民
に
本
当
の
幸
せ
を
も
た
ら
す
た
め
努
力
を
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。
我
々
議
会
も
立
ち
位
置
が
違
っ
て
も
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
が

１
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
じ
目
的
で
努
力

を
惜
し
ま
ず
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
復
旧
・
復
興
施
策
の
実
現
に
向
け
、

英
知
を
結
集
し
て
活
動
し
、
力
を
尽
く
す
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

発
災
以
降
、多
く
の
市
民
が
か
つ
て
な
い
苦
難
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
中
、
避
難
生
活
や
仮
設
校
舎
で
の
不
自
由
な
環
境
で
の
学
校
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、
勉
強
や
部
活
動
で
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
は
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
努
力
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
で
の
本
市
チ
ー
ム
の
健
闘
や
原
町
第
一

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
、
正
月
の
全

日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
で
の
小
高
区
出
身
の
今
井
正
人
選
手
、
春
の
高
校
バ

レ
ー
で
の
相
馬
高
校
の
頑
張
り
な
ど
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
若
い
世

代
の
活
躍
ぶ
り
に
は
、
私
た
ち
に
感
動
と
勇
気
、
た
く
さ
ん
の
希
望
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
の
新
聞
に
「
元
気
さ
が
復
興
の
目
安
」
と
載
っ
て

い
ま
し
た
。
正
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
大
人
た
ち
は
、
こ
の
若
者
た
ち
の
ど
ん
な
困
難
に
も
立
ち
向
か
う
姿

を
見
た
時
に
、
後
ろ
を
向
く
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
何
事
に
も
恐
れ
ず
に

立
ち
向
か
う
べ
き
で
す
。
本
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
心
ひ
と
つ
に　

世

界
に
誇
る　

南
相
馬
の
再
興
を
』
一
日
で
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
、
市
議

会
は
一
丸
と
な
り
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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条
例
な
ど

議
案
第
97
号　

南
相
馬
市
部
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
を
最
優
先
と
し
、
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
に

対
応
す
る
効
率
的
な
行
政
経
営
を

実
現
で
き
る
組
織
の
構
築
を
目
的

と
し
た
組
織
機
構
改
革
を
、
平
成

24
年
４
月
１
日
付
け
で
実
施
す
る

た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

議
案
第
98
号　

南
相
馬
市
東
日
本

大
震
災
復
旧
・
復
興
基
金
条
例
制

定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
及

び
復
興
推
進
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
に
つ
い
て
、
復
旧
及
び

復
興
事
業
に
充
て
る
基
金
を
造
成

す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

議
案
第
99
号　

南
相
馬
市
み
ら
い

夢
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
、
杉
並
区
民
等
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
等
を
原
資
と
し
て
、

次
世
代
の
育
成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
、
活
性
化
な
ど
市
民
が

夢
や
希
望
を
抱
く
こ
と
の
で
き
る

事
業
に
充
て
る
基
金
を
造
成
す
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

議
案
第
100
号　

南
相
馬
市
東
日
本

大
震
災
遺
児
等
支
援
基
金
条
例
制

定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
親
を
亡

く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
生
活
の
安
定
を
図
る
支
援

金
支
給
事
業
に
充
て
る
基
金
を
造

成
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。

議
案
第
101
号　

南
相
馬
市
東
日
本

大
震
災
遺
児
等
支
援
金
支
給
条
例

制
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

⒈
支
給
額

※
年
齢
は
、
支
給
日
の
属
す
る
年

の
３
月
31
日
に
お
け
る
満
年
齢

⒉
施
行
日

　

平
成
24
年
１
月
１
日

議
案
第
106
号　

南
相
馬
市
ス
ポ
ー

ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
鹿
島
体
育
館
及
び
牛
島
体
育
館

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
組
織
機

構
改
革
に
伴
う
関
係
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
。

【
主
な
内
容
】

⒈
語
句
の
改
正

　

条
文
中
の
「
教
育
委
員
会
」
を

「
市
長
」
に
改
正

⒉
施
設
の
廃
止

　
「
鹿
島
体
育
館
」
及
び
「
牛
島

体
育
館
」
を
廃
止

議
案
第
127
号　

専
決
処
分
の
報
告

及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

平
成
23
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
小
児
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
小
児
用
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
支
援
事
業
に

要
す
る
経
費
を
計
上
し
、
平
成
23

年
11
月
９
日
付
け
で
専
決
処
分
し

た
も
の
。

議
案
第
128
号　

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】

　

原
町
斎
場
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
244

条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
主
な
内
容
】

⒈
公
の
施
設
の
名
称

　

原
町
斎
場

区　分 支給額
1歳～ 6歳
（未就学児）

年額
200,000円

7歳～ 15歳
（小・中学生）

年額
300,000円

16 ～ 18歳
（学生等）

年額
400,000円

⒉
指
定
管
理
者
の
名
称

　

㈱
相
双
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

光
正

⒊
指
定
の
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で

議
案
第
129
号　

南
相
馬
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
趣
旨
】
平
成
23
年
福
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
行
政
職
給
料

表
、
医
療
職
給
料
表
⑵
及
び
医
療
職

給
料
表
⑶
に
定
め
る
給
料
月
額
を
引

下
げ
る
た
め
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

【
主
な
内
容
】

⒈
病
気
の
た
め
退
職
し
た
場
合
の

給
与
の
支
給
額
の
改
正

　

改
正
前
：
そ
の
月
分
全
額

　

改
正
後
：
そ
の
日
ま
で

⒉
給
料
表
の
改
定

⒊
施
行
日　

平
成
24
年
１
月
１
日

改正後
総 務 部
復興企画部
市民生活部
健康福祉部
経 済 部
建 設 部

改正前
市 長 公 室
総務企画部
市民生活部
健康福祉部
経 済 部
建 設 部
上下水道部

⇦

平均改定額・改定率
（行政職の場合）

南 相 馬 市
平均改定額 平均改定率
△ 933 円 △ 0.26％
福 島 県

平均改定額 平均改定率
△ 897 円 △ 0.23％


